
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

秦の国家財政制度

越智, 重明
九州大学文学部

https://doi.org/10.15017/24588

出版情報：九州大学東洋史論集. 15, pp.1-21, 1986-12-25. 九州大学文学部東洋史研究会
バージョン：
権利関係：



秦
の
国
家
財
政
制
度

越

智

重

明

前

言

六
朝
以
前

の
国
の
体
系
権
力
の
性
格
を
示
す
も
の
の

一
つ
に
財
政
構
造
が
あ
る
。
国
家
の
財
政
は
次
第
に
直
接
国
政
運
営
に
か
か
わ
る
も
の

(例

え
ば
官
僚
の
給
与
)
と
君
主
の
私
的
財
政
と
の
二
つ
に
明
確
に
分
れ
て
く
る
が
、
時
代
を
秦
漢
に
限
り
歴
史
の
流
れ
に
そ

っ
て
見
た
際
、
ま
ず
君
主

の
私
的
財
政
と
し
て
両
者
が
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
際
、
そ
の
下
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
国
家
の
財
政
と
君
主
の
私
的
財
政
と
が
あ
る
。
(以
下
、

本
稿
で
は
右

の
体
系
を
古

い
財
政
体
系
と
い
う
。
)

な
お
、
本
稿
で
い
う
家
産
国
家
は
、
氏
族
制
国
家
が
崩
壊
し
た
あ
と
に
現
わ
れ
た
も
の
で
、
君
主
が
全
領
域
と
そ
こ
に
い
る
民
衆
と
を
直
接
的
に

支
配
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
標
榜
す
る
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
官
僚
機
構
も
未
成
熟
で
あ
り
、
郷
村
社
会
に
は
共
同
体
的
規
制
も
あ

っ
て
、

そ
れ
が
十
分

に
達
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
官
僚
と
民
衆
と
の
支
配
は
直
接
的
で
あ
る
こ
と
を
意
図
す
る
け
れ
ど
も
、
大
規
模
な
国

家

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
う
し
た
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
理
想
と
す
る
国
家
の
あ
り
か
た
は

「
矛
盾
」
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の

一

つ
の
解
決
策
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
累
層
的
な
官
僚
機
構
の
整
備
強
化
に
よ
る
民
衆
支
配
で
あ
る
。
こ
の
支
配
権
力
は
そ
れ
な
り
に
専
制
君

主
権
力
と
し

て
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
漢
時
代
に
萌
芽
を
も
ち
、
の
ち
唐
宋

(と
く
に
宋
)
に
な
っ
て

一
応
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
秦
の
始
皇

帝
の
権
力
は

い
ま
だ
そ
う
し
た
も
の
に
十
分
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

秦

の
始
皇
帝

の
と
き

(下
位

に
あ
る
)
君
主
の
私
的
財
政
に
は
軍
事
費
が
入

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
国
家
が
軍
国
主
義
的

国
家

で
同
時
に
君
主

の
家
産
国
家

と
し
て
の
色
彩
が
濃
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
時
期
に
は
人
頭
税
は
軍
事
目
的
税
で
あ
る
。
山
沢
か
ら
の
収
入

(塩
鉄
収
入
を

主
と
す
る
)
も
亦
軍
事
費
に
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
少
府
に
入
り
君
主

(始
皇
帝
)
の
私
的
財
政
収
入
と
な
っ
た
。



秦
の
太
倉
と
大
内
と
は

(下
位
に
あ
る
)
国
政
運
営
に
関
す
る
財
政
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
田
租
や
揚
藁
な
ど
の
収
入
を
掌

る
も
の
と
金
銭
収
入
な

ど
を
掌
る
も

の
と
で
あ
り
、
少
府
は

(下
位
に
あ
る
)
君
主
の
私
的
財
政
を
掌
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
を
総
べ
る
も
の
は
内
史
で
あ
る
。
前
漢
で
は

軍
事
目
的
税
と
し
て
の
人
頭
税
と
山
沢
か
ら
の
収
入
と
が
国
家
財
政
を
掌
る

「治
粟
内
史
↓
大
農
↓
大
司
農
」

に
移
さ
れ
る
が
、
武
帝
の
と
き
、
い

ま
だ
、
前
代

の
名
残
り
と
し
て
軍
事
関
係
の
費
用
が
君
主
の
私
的
財
政
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ

で
、
秦
時
代
国
政
を
総

べ
る
も
の
に
丞
相
が

い
た
。
漢
書
巻

一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
、

相
国

・
丞
相
、
皆
秦
官
。
金
印
紫
授
。
掌
丞
天
子
、
助
理
万
機
。
秦
有
左
右
。
高
帝
即
位
、
置

一
丞
相
。

と
あ
る
。

こ
う
し
た
丞
相

(あ
る
い
は
相
国
)
の
も
と
に
、
国
家
の
財
政
を
掌
る
内
史
と
君
主
の
私
的
財
政
を
掌
る
少
府
と
が
い
た
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、

そ
こ
で
は

(家
産
国
家
と
し
て
の
)
国
家
11
君
主
の
財
政
の
そ
れ
な
り
の

一
本
化
が
あ
る
。
さ
て
、
史
記
巻
八
七
李
斯
伝
に
、
李
斯
が
獄

中
か
ら
上
書
し
て
自
ら
の
七
つ
の
罪
を
述
べ
た
も
の
を
の
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、

臣
為

丞
相
、
治
民
三
柊
余
年
矣

、
逮
秦
地
之
陳
隆
。
先
王
之
時
、
秦
地
不
過
千
里
、
兵
数
十
万
。
臣
尽
薄
材
、
謹
奉
法
令
、
陰
行
謀
臣
、
資
之

金
玉

、
使
游
説
諸
侯
、
陰
脩
甲
兵
、
飾
政
教
、
官
斗
士
、
尊
功
臣
、
盛
其
爵
禄
。
故
終
以
脅
韓
弱
魏
、
破
燕

.
趙
、
夷
斉

.
楚
、
卒
兼
六
国
、

虜
其
王
、
立
秦
為
天
子
。
罪

一
矣
。

地
非
不
広
。
又
北
逐
胡
、
絡
、
南
定
百
越
、
以
見
秦
之
彊
。
罪
二
矣
。

治
馳
道
、
興
游
観
、
以
見
主
之
得
意
。
罪
六
矣
。

緩
刑
罰
、
薄
賦
敏
、
以
遂
主
得
衆
之
心
、
万
民
戴
主
、
死
而
不
忘
。
罪
七
矣
。

若
斯
之
為
臣
者
、
罪
足
以
死
固
久
矣

。
上
幸
壷
其
能
力
、
乃
得
至
今
。
願
陛
下
察
之
。

と
あ
る
。
(
二
世
皇
帝
の
と
き
、
右
丞
相
去
疾
と
左
丞
相
李
斯
と
が
同
時
に
い
た
こ
と
の
あ
る
の
が
わ
か
る
が
、
)
こ
れ
は
、
李
斯
の
右
の
上
書
が
事

実
そ
の
ま
ま
で
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
当
時
丞
相

(あ
る
い
は
相
国
)
が
総
括
的
と
は
い
え
国
家
の
財
政
に
直
接
的
に
関
与

し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
史
記
巻
六
秦
始
皇
紀

に
、
始
皇
帝
が
天
下
の
事
を
す
べ
て
自
ら
決
裁
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
は
右
の

丞
相
の
直
接
的
総
括
と
は
次
元
が
違
う
け
れ
ど
も
、
皇
帝

の
直
接
的
絡
括
の
広
範
囲
で
あ

っ
た
の
を
示
す
も
の
と
し
て
、
当
時
の
家
産
国
家
の
具
体

的
な
あ
り
か
た
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
史
記
巻
五
六
陳
丞
相
世
家
に
、



孝
文
皇
帝
既
益
明
習
国
家
事
。
朝
而
問
右
丞
相
勃
日
、
天
下

一
歳
決
獄
幾
何
。
勃
謝
日
、
不
知
。
問
天
下

一
歳
銭
穀
出
入
幾
何
。
勃
又
謝
不
知
。

汗
出
沽
背
、
椀
不
能
対
。
於
是
上
亦
問
左
丞
相
平
。
平
日
、
有
主
者
。
上
日
、
主
者
謂
誰
。
平
日
、
陛
下
即
問
決
獄
、
責
廷
尉
。
問
銭
穀
、
責

治
粟
内
史
。
上
日
、
萄
各
有
主
者
、
而
君
所
主
者
何
事
也
。
平
謝
日
、
主
臣
、
陛
下
不
知
其
駕
下
、
使
待
罪
宰
相
。
宰
相
者
、
上
佐
天
子
、
理

陰
陽
、
順
四
時
、
下
育
万
物
之
宜
、
外
鎭
撫
四
夷
諸
侯
、
内
親
附
百
姓
、
使
卿
大
夫
各
得
任
其
職
焉
。
孝
文
帝
乃
称
善
。
右
丞
相
大
葱
。
出
而

譲
陳
平

日
、
君
独
不
素
教
我
対
。
陣
平
笑
日
、
君
居
其
位
、
不
知
其
任
邪
。
且
陛
下
即
問
長
安
中
盗
賊
数
。
君
欲
彊
対
邪
。
於
是
緯
侯

(勃
の

こ
と
)
自
知
其
能
不
如
平
遠
　
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
漢
初
丞
相
の
国
政
の
総
括
が
、
各
事
項
に
つ
い
て
主
管
者
に
責
任
を
も
た
せ
、
そ
の
上
位
に
あ

っ
て
天
下
を
佐
け
、
陰
陽

を
理
め
、
万
物
の
宜
し
き
を
遂
げ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と

(裏
か
ら
い
う
と
、
各
職
務
の
分
担
が
明
確
化
し
、
丞
相

が
そ
う
し
た
職
務
内

容
に
た
ち
い
ら
な
い
こ
と
)
を
察
せ
し
め
る
。
こ
う
し
た
職
務
権
限
の
明
確
化
は
、
天
子
に
は
天
子
と
し
て
の
職
務
が
あ
り
、
臣
下
の
職
務
に
立
入

る
べ
き
で
な

い
、
と
い
う
形
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
(
こ
こ
で
は
天
子
の
私
的
財
政
の
管
掌
は
直
接
問
題
と
な

っ
て
い
な
い
。
し
か

し
そ
れ
は
事

の
性
格
に
そ
う
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
右
の
理
解
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
)
魏
志
巻
二
二
陳

矯
伝
に
、

車
駕
嘗
卒
至
尚
書
門
。
(尚
書
令
陳
)
矯
脆
問

(明
)
帝
日
、
陛
下
欲
何
之
。
帝
日
、
欲
案
行
文
書
耳
。
矯
日
、
此
自
臣
職
分
、
非
陛
下
所
宜

臨
也
。
若
臣
不
称
其
職
、
則
請
就
黜
退

。
陛
下
宜
還
。
帝
悪
回
車
、
而
反
。
其
亮
直
如
此
。

と
あ
る
。
明
帝
は
官
僚
機
構
の
厳
正
な
運
営
を
図
っ
た
天
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の

一
端
を
示
し
て
い
る
。
(
そ
こ
に
あ

っ
て
は
、
さ
き
の
よ
う
な

家
産
国
家
の
性
格
は
変
容
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。)

本
稿
は
右

の
よ
う
な
観
点
か
ら
秦
時
代
の
大
内
、
少
府
、
内
史
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
内
史
の
来
源
に
ふ
れ
る
。

な
お
、
睡
虎
地
秦
墓
出
土
竹
簡

(以
下
竹
簡
と
い
う
)
は
秦
時
代
を
研
究
す
る
際
の
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
本
稿
で
も
そ
れ
を
使
用
す
る
。
し
か

し
そ
れ
は
そ
れ
が
記
さ
れ
た
当
時
の
秦
の
法
律
条
文
乃
至
法
律
関
係
文
書
の
全
体
で
は
な
い
。
従

っ
て
そ
こ
に
、
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
法
律
条
文

が
見
え
な
い
に
し
て
も
、
当
時
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
必
ら
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
巨
覗
的
に
は
そ
れ
は
旧
来
の
資
料

を
補
う
面
の
あ
る
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。



第

一
節

秦
の
財
政
制
度

第

一
に
、
国
家

の
財
政
系
統
官
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
管
掌
す
る
も
の
に
内
史
が
あ
る
。
竹
簡
に
お
け
る
内
史
と
太
倉
、
大
内
な
ど
と
の

　
　

　

関
係
に
つ
い
て
は
工
藤
元
男
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
の
研
究
結
果
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。

太

倉

に

つ

い
て

は

、
倉

律

に

、

入

禾
稼

、
凋

藁

、
輯

為

唐

籍

、
上

内

史

。

場

藁

各

万

石

一
積

、

威

陽

二

万

一
積

。
其

出

入

、
増

積

及

敷

如

禾

。

と

あ

る

の
か

ら

、

県

が

禾

(
穀

物

)

・
舞

藁

を

倉

に
納

め

る
と

、

そ

の

た
び

に
そ

の
唐

籍

(
倉

の
簿

籍

)

に

そ

の
明

細

を

記

し

て
内

史

に
送

っ
た

の
が

わ

か
る

。

右

の
禾

は
別

の
倉

律

に

よ

る

と

、

一

万
石

を

一
積

と

し

て

、

そ

の
単

位

で
県

に
納

め

ら

れ

て

い
る

。

こ

う

し

た

こ
と

は
内

史

が
禾

(
の

ち

の

田
租

)

と

そ

れ

に
と

も

な

う

凋

・
藁

と

を
収

納

す

る

こ

と
を

掌

っ
て

い
た

の
を

察

せ

し

め

る
。

太

倉

が

県

の
官
僚

の
食

糧

、
官

界

運

営

費

を

掌

っ
て

い

た

こ

と

は
、

倉

律

に
、

県

上

食

者

籍

及
宅

費

大

(
太

)

倉

、

与

計

僧

。

都

官

以

レ
計

時

艦

食

者

籍

。

　
　

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
「食
者
籍
」
の
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

整
理
小
組

の
釈
文
に
は

「領
取
口
根
人
員
的
名
籍
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
官
界
に
あ

っ
て
食
費
ひ
い
て
は
生
計
費
を
受
け
と

っ
て
い
る
も
の
の
名
籍

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
礼
記
王
制
第
五
に
、

上
農
夫
食
九
人
、
其
次
食
八
人
、
其
次
食
七
人
、
其
次
食
六
人
、
下
農
夫
食
五
人
。
庶
人
在
官
者
、
其
緑
以
是
為
差
也
。

と
あ
り
、
続

い
て
諸
侯
に
つ
い
て
、



諸
侯
之
下
士
覗
上
農
夫
。
緑
足
以
代
其
耕
也
。
中
士
倍
下
士
。
上
士
倍
中
士
。
下
大
夫
倍
上
士
。
卿
四
大
夫
禄
。
君
十
卿
禄
。
(下
略
)

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
図
式
化
し
た
形
で
庶
人
在
官
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
禄
を
給
う
こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、
右

は
県

(以
下
)
に
つ
い

て
そ
う
し
た
緑
に
あ
た
る
も
の
を
受
け
と
る
も
の
の
名
籍
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
他
の
費
用
と
は
官
界
運
営
費
な
ど
と
考
え

ら
れ
る
。
右
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
県
が
そ
の
県
で
官
豫
を
支
給
す
べ
き
官
僚
の
名
籍
と
そ
の
官
界
運
営
費
な
ど
と
を
計
吏
に
携
え
さ
せ
太
倉
に
送

ら
せ
る
意
味
で
あ
ろ

う
。
(
そ
こ
に
は
県
で
働

い
て
い
る
囚
人
の
食
費
そ
の
他
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
)
さ
き
の
倉
律
を
あ
わ
せ
見

る
と
、
内
史
は
県
以
下

の
官
界
に
お
け
る
日
常
経
費
を
太
倉
に
掌
ら
せ
、
そ
の
上
級
官
と
し
て
太
倉

(令
)
以
下
に
臨
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
に
は
県
で
収
め

た
禾

・
勢
藁
の
う
ち
、
残

っ
た
も
の
を
ど
う
す
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
ど
こ
に
蓄
え
る
に
し
ろ
、
そ
の
全
国
的
な
管
掌
者
は
内
史
で

あ

っ
た
と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
太
倉
が
都
官
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と
は
第
三
節
で
ふ
れ
る
。
ま
た
、
大
内
は
第
二
節
で
と

り
あ
げ
る
。

第
二
に
、
少
府
以
下
の
帝
室
の
財
政
系
統
官
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
書
巻
二
四
上
食
貨
志
上
に
、
董
仲
訂
が
行
な

っ
た
武
帝

へ
の
上
言
を
の
せ

て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
秦
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
、

古
者
税
民
不
過
什

一
。
其
求
易
共
。
…
至
秦
則
不
然
。
用
商
鞅
之
法
、
改
帝
王
之
制
、
除
井
田
、
民
得
費
買
。
富
者
田
連
任
伯
、
貧
者
亡
立
錐

之
地
。
又
頷
川
澤
之
利
、
管
山
林
之
饒
。
荒
淫
越
制
、
鍮
修
以
相
高
。
…
田
租
口
賦
塩
鐵
之
利
、
二
十
倍
於
古
。

と
あ
る
。
そ

こ
に
は
秦
の
税
収
入
と
し
て
、
田
租
、
口
賦
、
塩
鉄
に
関
す
る
収
益
が
あ
が

っ
て
い
る
。
こ
の
口
賦
は
旧
来
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

普
通
名
詞
と
し
て
の
口
賦

つ
ま
り
人
頭
税
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

か

つ
て
平
中
苓
次
氏
は
口
銭
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
、
そ
の
と
き
、

私
は

口
鐘
の
起
原
は
秦
の
始
皇
帝
の
頃
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
史
記
の
陳
鯨
傳
に
は
、

武
臣
等
、
説
其
豪
傑
日
、
秦
爲
齪
政
虐
刑
、
以
残
賊
天
下
、
敷
十
年
　
、
北
有
長
城
之
役
、
南
有
五
嶺
之
戌
、
外
内
騒
動
、
百
姓
罷
徹
、

頭
會
箕
敏
以
供
軍
費
、
財
置
力
蓋
、
民
不
柳
生
、
云
々
。

と
あ
る

(漢
書
陳
鯨
傳
の
文
も
略
同
じ
)。
ま
た
准
南
子
の
范
論
訓
に
も
、

秦
之
時
、
高
爲
壷
謝
、
大
爲
苑
圃
、
遠
爲
馳
道
、
鋳
金
人
、
獲
適
戌
、
入
鋼
藁
、
頭
會
箕
賦
、
輸
於
少
府
。

と
あ

つ
て
、
「頭
會
箕
敏
」
と
か

「頭
會
箕
賦
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
漢
書
の
陳
鯨
傳
の
服
慶

の
注

(史
記
集
解
に
も
之
を
引
く
)
に
よ

る
と
、
頭
會
箕
敏
と
は
、



吏
到
其
家
、
人
人

(人
人
二
字
疑
當
作
以
)
頭
敷
出
穀
、
以
箕
敏
之
。

の
意

で
あ
る
と
し
、
准
南
子
の
高
誘
の
注
に
よ
る
と
、

頭
會
、
随
民
口
敷
、
人
責
其
税
。
箕
賦
、
似
箕
然
、
敏
民
財
多
取
意
也
。

と
し
て
い
る
が
、
准
南
子
の
本
経
訓
の

「末
世
之
政
…
…
民
力
端
径
役
、
財
用
琿
於
會
賦
」
の
高
誘
の
注
に
は
、

會
、
計
。
計
人
口
敷
、
責
其
税
敏
也
。

と
あ
る
か
ら
、
頭
會
箕
敏

・
頭
會
箕
賦

・
會
賦
は
い
ず
れ
も
人
頭
課
税
を
指
し
た
語
で
あ
り
、
人
の
頭
敷

で
も

つ
て
敷
え
、
箕
で
も

つ
て
す

く
い
取
る
よ
う
に
税
を
取
り
上
げ
る
意
で
あ

つ
た
ら
し
い
。

こ
こ
に
い
う
頭
會
箕
賦
は
、
男
女
丁
少
の
別
な
く
負
推
能
力
に
關
係
な
し
に
徴
収

し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
こ
に
横
征
た
る
所
以
が
あ
つ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
服
慶
の
よ
う
に

「箕
敏
」
の
文
字
に
拘
泥
し
て
専
ら
穀
を
出
さ
せ
る
意
に
と
る
の
は
妥
當
で
は
な
い
。
こ
の
税
入
の
錦

属

に
つ
い
て
は
史
記
の
陳
鯨
傳
に
は

「以
供
軍
費
」
と
い
い
、
准
南
子
の
范
論
訓
に
は

「輸
於
少
府
」
と
記
し
、
そ
の
間
に
相
違
が
認
め
ら

れ
る
が
、
時
に
よ
り
便
宜
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秦
代

で
は
云
わ
ば
臨
時
の
措
置
と
し
て
頭
會
箕
敏
が
行
わ
れ
、
そ
れ

は
税
制
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
か
ら
、
そ
の
特
定
の
稻
呼
も
無
く
ま
た
用
途
も
特
に
限
定
さ
れ

て
い
な
か

つ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
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と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
頭
会
箕
敏
　
頭
会
箕
賦
　
会
賦
は
確
か
に
人
頭
税
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

史
記
巻

八
九
陳
余
伝
に
は
、
「民
不
柳
生
。」
と
あ
る
の
に
続
い
て
、
「重
之
以
苛
法
峻
刑
、
使
天
下
父
子
不
相
安
。」
と
あ

る
。
そ
れ
は
民
衆
を
苦

し
め
た
も
の
と
し
て
、
軍
役
な
ど
の
径
役
と
人
頭
税
と
を
あ
げ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
准
南
子
范
論
訓
は
、
さ
き
に
見
た
の
に
続

い
て
、

丁
肚

丈
夫
、
西
至
臨
挑
狭
道
、
東
至
会
稽
浮
石
、
南
至
予
章
桂
林
、
北
至
飛
狐
陽
原
、
道
路
死
人
、
以
溝
量
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
民
衆
を
苦
し
め
た
も
の
を
列
挙
し
、
そ
の
ケ
ー
ス
が
陳
余
伝
よ
り
も
多

い
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
軍
役
や
人
頭
税
が
民

衆
を
苦
し
め
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
な
お
、
あ
と
で
准
南
子
で
人
頭
税
が
重
か
っ
た
と
し
て
い
る
史
料
を
も
う

一
つ
引
用
す
る
。

平
中
氏

は
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
人
頭
税
の

「帰
属
」
に
つ
い
て
、
軍
事
目
的
税
と
す
る
も
の
と
少
府
に
輸
す
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
そ
の
徴
税

は
臨
時
の
措
置
で
、
便
宜
上
何
れ
に
も
用
い
ら
れ
た
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。
陳
余
伝
に
つ
い
て
は
少
府
よ
り
外

(蓋
し
、
の
ち
の
大
司
農
の
類
)
に

輸
す
る
も
の
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
う
し
た

「帰
属
」
に
関
す
る
記
述
で
は
な
い
。
右
の
両
者
は
あ
い
ま

っ
て
、
人



頭
税
と
い
う
軍
事
目
的
税
が

(帝
室
の
財
政
を
掌
る
)
少
府
に
入
っ
た
の
を
物
語

っ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
と
、
帝
室
の
財
政
に

軍
事
費
が
入

っ
て
い
る
こ
と
を
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
の
は
、
い
わ
ば
の
ち
の
時
代
の
思
考

で
あ

っ
て
、
秦
は
軍
事
力
強
化
に
よ
っ
て
他
国

を
征
服
し
天

下
統

一
を
な
し
と
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
古

い
財
政
体
系
下
に
、
軍
事
財
政
を
含
む

(む
し
ろ
そ
れ
を
中
心
に
す
る
)
国
家

の
財
政
が
機
能
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
こ
の
点
は
あ
と
で
も
う

一
度
ふ
れ
る
。
)

な
お
、
准
南
子
本
経
訓
に
、

末
世
之

政
、
田
漁
重
税
、
関
市
急
征
、
澤
梁
畢
禁
、
網
署
無
所
布
、
宋
紹
無
所
設
。
民
力
蜴
於
径
役
、
財
用
琿
於
会
賦
。
居
者
無
食
、
行
者
無

糧
、
老
者
不
養
、
死
者
不
葬
、
贅
妻
鷲
子
、
以
給
上
求
、
猶
弗
能
澹
。

と
あ
る
。
こ
の
末
世
と
は
秦
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
田
税
の
ほ
か
に
漁
税
や
関
市
の
税
が
出
て
い
る
。
右

で
は
会
賦
が
そ
う
し

た
税
の
う
ち
最
も
重
か

っ
た
も
の
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
い
っ
て
も
人
頭
税
が
臨
時
の
も
の
で
あ

っ
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
恒
常
的

な
重
税
で
あ

っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
頭
会
箕
敏
　
頭
会
箕
賦
と
い
っ
た
表
現
は
徴
税
方
法
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
税

目
と
し
て
は

口
賦

(
の
類
)
の
表
現
が
あ

っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

少
府
に
は
山
沢
の
税
も
入
る
。
こ
こ
で
漢
書
巻

一
九
上
百
官
公
卿
表
上
を
見
る
と
、

少
府
、
秦
官
。
掌
山
海
池
沢
之
税
、
以
給
共
養
。
有
六
丞
。
属
官
有
尚
書
符
節
大
医
大
官
湯
官
導
官
楽
府
若
盧
考
工
室
左
ざ
居
室
甘
泉
居
室
左

右
司
空
東
織
西
織
、
東
園
匠
十
二
官
令
丞
。
(下
略
)

と
あ
る
。
こ
の
記
述
様
式
は
漢
書
の
書
き
ぶ
り
の

一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
主
語
が
途
中
で
変

っ
て
い
る
。
始
め
は
少
府
は
秦
官
で
あ

っ
て

(
つ

ま
り
、
秦
官
と
し
て
少
府
が
あ

っ
て
)、
山
海
池
沢
の
税

(
　
山
沢
の
税
)
を
掌
り
、
以
て
、
(皇
帝
の
)
供
養
に
給
す
る
、
と

い
う
こ
と
を
述
べ
、

つ
い
で
、
山
海
池
沢
の
税
を
掌
り
、
以
て

(天
子
の
)
供
養
に
給
す
る
も
の

(
つ
ま
り
少
府
)
が
漢
に
あ

っ
て
は
六
丞
を
も
ち
、
属
官
と
し
て
尚
書

以
下
を
も

つ
、
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
後
漢
書
巻
一
一

六
百
官
志
三
に
は
、

承
秦
、
凡
山
沢
破
池
之
税
、
名
日
禁
銭
、
属
少
府
。
世
祀
改
属
司
農
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
通
典
巻
二
七
職
官
九
少
府
監
の
注
に
、

(後
漢

)
応
勘
日
、
山
海
池
沢
之
税
、
名
日
禁
銭
、
以
給

(天
子
)
私
養
。
自
別
為
藏
。
少
者
小
也
。
故
称
少
府
。



と
あ
る
。
禁
銭
は
天
子
の
私
用
の
銭
で
あ
る
。
右
の
百
官
志
の
記
述
は
秦
の
少
府
も
亦
山
沢
破
池
の
税
を
掌

っ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

右
の
応
勘

の
説
も
亦
秦
の
少
府
が
そ
う
し
た
帝
室
の
財
政
を
掌

っ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
少
府
に
入
る
山
沢
枚
入
は
軍
事
費
に
も
あ
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
そ
の
点
を
見
て
み
よ
う
。
塩
鉄
論
非
鞍
第
七
に
、

大
夫

日
、
昔
商
君
相
秦
也
、
内
立
法
度
、
厳
刑
罰
、
筋
政
教
、
姦
偽
無
所
容
。
外
設
百
倍
之
利
、
牧
山
沢
之
税
。
国
富

民
強
、
器
械
完
飾
、
蓄

積
有
蘇
。
是
以
征
敵
佛
邸
、
擁
地
斥
境
、
不
賦
百
姓
、
而
師
以
謄
。
故
用
不
蜴
、
而
民
不
知
。
地
尽
西
河
、
而
民
不
苦
。
塩
鉄
之
利
、
所
以
佐

百
姓
之
急
、
足
軍
旅
之
費
。
務
蓄
積
、
以
備
乏
絶
。
所
給
甚
衆
。
有
益
於
国
、
無
害
於
人
。
(下
略
)

と
あ
る
。

こ
の
大
夫
の
意
見
は
塩
鉄
専
売
を
是
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
で
は
大
夫
が
秦
の
商
鞅
が
山
沢
牧
入
を
え
、
そ
れ

に
よ
っ
て
民
へ
の
賦
を

　ゑ

増
す
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
軍
事
費
を
調
達
し
た
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
大
夫
は
商
鞅
が
山
沢
牧
入
に
よ

っ
て
軍
事
力
を
増
し
た
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
秦

の
山
沢
牧
入
が
結
局
軍
事
費
と
な
っ
て
行
く
と
い
う
際
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
少
府
が
軍
事
費
を
ま
か
な

っ
て
い
る
だ

け
に
、
そ
れ
が
少
府
に
入

っ
た
、
と
し
て
ま
ず
誤
り
あ
る
ま
い
。

ち
な
み

に
、
塩
鉄
論
争
の
と
き
国
家
の
財
政
は
す
で
に
古
い
財
政
体
系
を
脱
し
国
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
が
並
列
し
て
い
た
が
、
山
沢
か
ら
の
牧

入

(塩
鉄
牧
入
を
含
む
)
は
国
家
財
政
に
入

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
別
稿

で
述

べ
る
よ
う
に
、
(
か
つ
て
山
沢
収
入
が
帝
室

の
財
政
収
入
と
な

っ
て

い
た
こ
と
自
体
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
)
漢
初
か
ら
か
な
り
の
期
間
、
古
い
財
政
体
系
の
な
か
の
山
沢
牧
入
は
帝
室
の
財
政
牧
入
と
な

っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
、
塩
鉄
論
禁
耕
第
五
に
、

大
夫

日
、
…
君
有
呉
王
。
専
山
沢
之
饒
、
薄
賦
其
民
、
賑
贈
窮
小
、
以
成
私
威
。
(下
略
)

と
あ
る
。
こ
れ
は
古

い
財
政
体
系
下
に
、
国
家
の
財
政
と
帝
室

の
私
的
財
政
と
が
あ
り
、
か

つ
そ
の
山
沢
牧
入
が
後
者
の
牧
入
と
な

っ
て
い
た
時
期

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
諸
王
の
財
政
も
右
に
準
じ
て
考
え
る
べ
く
、
そ
の
山
沢
牧
入
が
そ
の
私
的
財
政
に
入

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
右
は
そ
う
し
た
と
き
呉
王
が
山
沢
牧
入

(主
と
し
て
塩
鉄
牧
入
)
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
を
増
し
た
が
、
そ
こ
で
は
民
に
賦
す
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
非
鞍
に
、
大
夫
の
見
解
に
反
対
す
る
文
学
が
、

畿
文
帝
之
時
、
無
塩
鉄
之
利
、
而
民
富
。
今
有
之
、
而
百
姓
困
乏
。
未
見
利
之
所
利
也
。
而
見
其
害
也
。
且
利
不
従
天
来
。
不
従
地
出
。

一
取

之
。
民
間
謂
之
百
倍
。
此
計
之
失
者
也
。
(下
略
)



と

い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
百
倍
は
塩
鉄
の
利
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
大
夫
が
商
鞅

が
百
倍
の
利
を
設
け
た
と
し
て
い
る
の
を
引
用
し
た
が
、
そ
の

百
倍
も
こ
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
夫
は
、

昔
商
君
明
於
開
塞
之
術
、
假
当
世
之
権
、
為
秦
致
利
、
成
業
。
是
以
戦
勝
攻
取
、
井
近
滅
遠
。
…
…
其
後
蒙
悟
征
胡
、
斥
地
千
里
、
喩
之
河
北
、

　
マ
マ
　

若
壊
朽
折
腐
。
何
者
、
商
君
之
遺
謀
備
飾
素
循
也
。
故
挙
而
有
利
、
動
而
有
功
。
夫
蓄
積
箒
策
、
国
家
之
所
以
強
也
。

(下
略
)

と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
秦

で
は
商
鞅

が
う
ち
出
し
た
財
政
策
の
基
本
線
が
秦
の
始
皇
帝
の
と
き
ま
で
続
い
た
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
大
夫
は
さ

き
に
見
た
山

沢
牧
入
で
軍
費
を
調
達
す
る
と
い
う
や
り
か
た
も
始
皇
帝
の
と
き
ま
で
続

い
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
(そ

こ
に
は
人
頭
税
の
こ

と
が
出
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
議
論
の
性
格
上
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
以
て
人
頭
税
が
軍
事
目
的
税
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
)
ま
た
、
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
董
仲
舒

の
上
言
の
な
か
に
、
秦
に
つ
い
て
、

田
租
口
賦
塩
鉄
之
利
、
二
十
倍
於
古
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
秦
の
財
政
に
お
い
て
、
田
租
と
口
賦
と
塩
鉄
の
利
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
秦
末
ま
で
大
塩
鉄
業
者
が
い
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
右
の
塩
鉄
の
利
は
秦
が
塩
鉄
業
者
か
ら
と

っ
た
税
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
范
論
訓
に
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
錫
藁
を
入
れ
る
と
あ
る
が
、
史
記
秦
始
皇
紀
に
、
始
皇
帝
死
後
の
こ
と
と
し

て
、

復
作
阿
房
宮
、
外
撫
四
夷
、
如
始
皇
計
。
壷
徴
其
材
士
五
万
人
。
為
屯
衛
威
陽
、
令
教
射
。
狗
馬
禽
獣
。
当
食
者
多
。
度
不
足
、
下
調
郡
県
、

転
輸
寂
粟
場
藁
。
皆
令
自
齎
糧
食
。
威
陽
三
百
里
内
、
不
得
食
其
穀
。
用
法
益
刻
深
。

と
あ
る
。
そ
の
寂
粟
凋
藁
は

「官
」
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

「官
」
は
太
倉
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
広
義
の
軍
事
費
と
し
て
の

軍
糧
が
太
倉

か
ら
弁
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
察
せ
し
め
る
に
し
て
も
、
(総
合
的
に
見
た
際
、
)
軍
事
費
の
中
心
を
な
す
兵
器
製
造
費
、
軍
隊
移
動
に
と
も

な
う
費
用
そ
の
他
は
少
府
が
ま
か
な
い
、
そ
の
食
糧
は
太
倉
が
ま
か
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
秦
時
代
少
府
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
通
典
巻
二
六
職
官
八
司
農
卿
に
、

導
官
署
。
欄
、
…
…
秦
漢
有
令
丞
。
属
少
府
。
漢
東
京
令
丞
主
春
御
米
及
作
乾
糀
。
属
大
司
農
。

と
あ
り
、
同
殿
中
監
に
、

秦
漢
有
御
府
令
丞
。
掌
供
御
服
。
而
属
少
府
。
後
漢
…
…
。

と
あ
る
も

の
、
通
典
巻
二
六
職
官
七
光
禄
卿
に
、



太
官
署
。
令
丞
。
…
秦
為
太
官
令
丞
。
属
少
府
。
両
漢
因
之
。

と
あ
る
も

の
、
そ
の
他
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
史
記
李
斯
伝
に
、
二
世
皇
帝
の
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

又
作
阿
房
之
宮
、
治
直

(道
)
馳
道
、
賦
敏
愈
重
、
戌
樒
無
己
。
於
是
楚
戌
卒
陳
勝
呉
廣
等
乃
作
翫
、
起
於
山
東
、
傑
俊
相
立
。
(下
略
)

と
あ
り
、
牢
獄
に
入

っ
た
李
斯
が
天
を
仰

い
で
歎
じ
た
も
の
の
な
か
に
、

(
二
世
)
作
爲
阿
房
之
宮
、
賦
敏
天
下
。
吾
非
不
諌
也
。
而
不
吾
聴
也
。
…
今
行
逆
於
昆
弟
、
不
顧
其
轡
。
侵
殺
忠
臣
、
不
思
其
殊
。
大
爲
宮

室
、
厚
賦
天
下
、
不
愛
其
費
。
三
者
已
行
、
天
下
不
聴
。
今
反
者
己
有
天
下
之
半
。
(下
略
)

と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
あ
い
ま

っ
て
始
皇
帝
の
と
き
以
来
の
阿
房
宮
の
造
営
の
費
用
が
民
衆

へ
の
賦
敏
に
よ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
て
、
史
記

巻

=

八
准
南
王
安
伝
に
、

(前
略

)
(伍
)
被
日
、
往
者
秦
爲
無
道
、
残
賊
天
下
、
興
萬
乗
之
駕
、
作
阿
房
之
宮
、
牧
太
半
之
賊
、
護
閻
左
之
戌
。
父
不
寧
子
、
兄
不
便
弟
、

政
苛
刑
峻
、
天
下
熱
然
若
焦
。
民
皆
引
領
而
望
、
傾
耳
而
聴
、
悲
号
仰
天
、
叩
心
而
怨
上
。
(下
略
)

と
あ
る
。

こ
の
行
幸
の
費
用
と
阿
房
宮
を

つ
く

っ
た
費
用
と
の
た
め
太
半
の
賦
を
牧
め
た
、
と
い
う
の
は
国
民
の
総
合
牧
益

の
、一、
を
賦
と
し
て
と

っ

た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
概
括
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
の
賦
は
税
の
総
合
名
詞

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
田
租
や
塩
鉄
税
も
当
然

入

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
目
的
税
と
し
て
の
人
頭
税
は
強
い
て
い
え
ば
そ
れ
に
流
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
漢
書

食
貨
志
上

に
、

至
於
始
皇
、
遂
井
天
下
、
内
興
功
作
、
外
接
夷
狭
、
牧
泰
半
之
賦
、
護
閻
左
之
戌
。
男
子
力
耕
、
不
足
糧
醸
。
女
子
紡
績
、
不
足
衣
服
。
端
天

下
之
資
財
、
以
奉
其
政
。
猶
未
足
以
澹
其
欲
也
。
海
内
愁
怨
、
遂
用
潰
畔
。

と
あ
る
際

は
、
内
の
功
作
と
な
ら
ん
で
外
の
軍
事
費
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
号
の
賦
が
と
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
同

じ
く
、百
の
賦
を
牧
め
た

と
す
る
に
し
て
も
、
軍
事
費
を
ま
か
な
う
こ
と
を
含
め
た
こ
の
記
述
の
方
が

(
そ
こ
に
行
幸
の
費
用
が
記
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
)
よ
り
正
確
で

あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
史
記
李
斯
伝
に
、
李
斯
が
獄
中
か
ら
上
書
し
て
自
ら
の
七
つ
の
罪
を
述
べ
た
も
の
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
前
引

の
よ
う
に
、

緩
刑
罰
、
薄
賦
敏
、
以
遂
主
得
衆
之
心
、
万
民
戴
主
、
死
而
不
忘
。
罪
七
也
。



と
あ
る
。
こ
の
賦
敏
も
税
そ
の
も
の

(税
全
体
)
で
当
然
田
租
、
塩
鉄
税
、
人
頭
税
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(史
記

の
李
斯
伝
の
記
述
に

司
馬
遷
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
て
も
、
右
に
述
べ
た
賦
税
に
関
す
る
様
態
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
)

秦
は
軍
事
大
国
と
し
て
発
展
し
天
下
を
統

一
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
天
下
統

一
後
も
、
匈
奴

と
の
関
係
な
ど
か

ら
み
て
な
く
な
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
は
国
家
の
財
政
に
お
い
て
軍
事
費
を
め
ぐ
る
財
政
が
大
き
い
割
合
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
す

べ
き
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
国
家

の
財
政
牧
入
で
大
き
い
割
合
を
も

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
頭
税
牧
入
や
山
沢
か
ら
の
牧
入

(と
く
に
塩
鉄
税
牧
入
)
は
始
皇
帝
の
帝

室
の
財
政
牧

入
と
な
り
、
そ
れ
ら
と
く
に
人
頭
税
牧
入
は
軍
事
費
に
充
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
後
世
か
ら
見

る
と
や
や
異
常
な
財
政

は
、
結
局
始
皇
帝
の
統

一
し
た
国
家
が
家
産
国
家
的
性
格
を
濃
く
も

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
機
能
し
た
、
と
い
っ
た
形
で
理
解

さ
れ
る
。

第

二
節

大
内
、
少
内
、
都
内

本
節
は
秦
、
前
漢
初
期
の
大
内
、
少
内
、
都
内
な
ど
の
性
格
の
変
化
を
考
察
す
る
。

ま
ず
大
内

で
あ
る
が
、
竹
簡
に
は
大
内
に
関
す
る
記
事
が
い
く
つ
も
出
て
い
る
。
金
布
律
に
、

県

・
都
官
以
七
月
糞
公
器
不
可
繕
者
、
有
久
識
者
靡
蜜

(磨
除
す
る
)
之
。
其
金
及
鉄
器
入
以
為
銅
。
都
官
輸
大
内
、

〔
〔大
〕〕
内
受
買

(売
)

之
、
尽
七
月
而
齊

(畢
)。
都
官
遠
大
内
者
輸
県
、
県
受
買

(売
)
之
。
糞
其
有
物
不
可
以
須
時
、
求
先
買

(売
)、
以
書
時
謁
其
状
内
史
。

と
あ
る
の
は
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
史
が
公
器
管
理
に
関
す
る
最
終
的
な
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
、
か

つ
大
内
が
公
器
で
廃
棄
処
分

に
し
た
も
の
を
売

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
金
布
律
の
う
ち
の
さ
き
の
記
述
か
ら
、
国
家
の
財
政
管
掌
官
と
し
て
大
内
と
都
官
と
が
同

一

系
統

の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
(恐
ら
く
)
大
内

の
下
級
官
と
し
て
都
官
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
国
家

の
財
政
上
の
金
銭
を
取
扱
う
局
面
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。

な
お
、
均
工
律

に
、

新
工
初
工
事
、

一
歳
半
紅

(功
)
、
其
后
歳
賦
紅

(功
)
与
故
等
。
工
師
善
教
之
、
故
工

一
歳
而
成
、
新
工
二
歳
而
成
。
能
先
期
成
学
者
謁
上
、

上
且
有
以
賞
之
。
盈
期
不
成
学
者
、
籍
書
而
上
内
史
。

と
あ
る
の
は
、
内
史
の
公
器
管
理
に
関
す
る
記
述

で
は
な
い
が
、
内
史
が
公
器
を
作
製
す
る
工
人
の
養
成
に
関
す
る
責
任
者

で
あ

っ
た
の
を
察
せ
し

め
る
。
ま
た
、
金
布
律
に
、



受

(
授
)
衣
者
、
夏
衣
以
四
月
尽
六
月
稟
之
、
冬
衣
以
九
月
尽
十

一
月
稟
之
、
過
時
者
勿
稟
。
后
計
冬
衣
来
年
。
囚
有
寒
者
為
褐
衣
。
為
嫁
布

一
、
用
菓
三
斤
。
為
褐
以
稟
衣
、
大
褐

一
、
用
菓
十
八
斤
、
直

(値
)
六
十
銭
、
中
褐

一
、
用
菓
十
四
斤
、
直

(値
)
世
六
銭
、
小
褐

一
、
用

菓
十

一
斤
、
直

(値
)
計
六
銭
。
已
稟
衣
、
有
余
褐
十
以
上
、
輸
大
内
、
与
計
譜
。
都
官
有
用
口
口
口
口
其
官
、
隷
臣
妾
、
春
城
旦
母
用
。
在

威
陽
者
致
其
衣
大
内
、
在
宅
県
者
致
衣
從
事
之
県
。
県
、
大
内
皆
聴
其
官
致
、
以
律
稟
衣
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
囚
人

へ
の
衣
の
支
給
規
定

で
あ
る
が
、
威
陽
に
あ
る
も
の
は
そ
の
衣
を
大
内
か
ら
出
し
、
他
の
県
に
あ
る
も
の
は
そ
の
従
事
す
る

県
よ
り
致
す
が
、
県
に
支
給
し
た
あ
と
に
衣
が
十
以
上
あ
っ
た
ら
、
県
の
計
吏
が
そ
れ
を
も

っ
て
大
内
に
輸
す
べ
き
を
示
し

て
い
る
。

以
上
見
た
よ
う
な
大
内
は
国
家
財
政
の
運
営
に
関
す
る
職
分
を
も

つ
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
少
内
で
あ
る
が
、
竹
簡
に
見
え
る
少
内
に
つ
い
て
は
、
工
藤
氏
が
、

…
…
秦
簡
に
見
え
る
少
内
の
性
格
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
O
少
内
は
、
県
や
都
官
等
に
置
か
れ
た
地
方
行
政
機
関
の
公
金
を
掌
る
財
庫
官
で
あ

っ
た
、
口
県
の
少
内
は
と
く
に
府
中
と
も
称
さ
れ
た
、
日
県
や
都
官
の
官
吏
が
職
務
上
の
ミ
ス
で
負
わ
さ
れ
た
賠
償
金
は
、
少
内
に
納
め
ら
れ

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ら

　

と
し
て
お
ら
れ
る
。
都
官
は
中
央
諸
官
府
を
指
し
、
そ
の
地
方
出
先
機
関
を
も
指
す
が
、
そ
の
点
を
除
く
と
右
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
少
内

は
国
家
財
政
の
運
営
に
関
す
る
職
分
を
も

つ
も
の
と
い
え
る
。

さ
て
、
前
漢
時
代
、
大
内
、
少
内
は
と
も
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
性
格
は
右
と
異
な
り
、
少
府
系
統
の
も
の
と
な
る
。
以
下
前
漢
の
そ
う
し
た
こ

と
に
ふ
れ
、
あ
わ
せ
て
そ
の
間
に
漢
初
家
産
国
家
財
政
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ

っ
た
こ
と

(そ
れ
は
古
い
財
政
体
系
の
色
彩
が
濃
厚

で
あ

っ
た

こ
と
と
相
応
ず
る
)
を
窺
う
こ
と
と
す
る
。
e
か
つ
て
古
い
財
政
体
系
下
に
国
家
の
財
政
と
天
子
の
私
的
財
政
と
が
あ

っ
た
が
、
都
内
の
職
分
は
前

者

(
の

一
部
)
で
あ
る
金
銭
を
掌
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
口
の
ち
、
景
帝
の
中
六
年
の
改
革
に
よ

っ
て
、
古
い
財
政
体
系
が

な
く
な
り
、
新
ら
し
い

財
政
体
系

が
で
き
、
そ
こ
で
は
国
家
の
財
政
と
帝
室
の
財
政
と
が
並
列
す
る
が
、
そ
の
時
期
に
あ

っ
て
も
都
内
は
国
家
の
財
政
の
う
ち
の
金
銭
を
掌

っ
て
い
た
。
(
そ
れ
は
国
家
の
財
政
の
う
ち
の
田
租
の
穀
を
掌
る
太
倉
と
並
ぶ
も
の
と
な

っ
た
。
)
日
そ
の
大
内
は
少
府
に
属

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
下
に
少

内
を
も

つ
こ
と
と
な

っ
た
。
四
漢
初
の
官
制
は
、
秦
の
そ
れ
を
継
承
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を

さ
き
に
見
た
秦
時
代
の

様
態
と
あ
わ
せ
考
え
た
際
、
(
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
)
大
内
と
少
内
と
の
官
は
、
漢
に
入
っ
て
も
旧
来
同
様
古

い
財
政
体
系
下
の
君
主

(漢
の
天
子
)
の
財
政
を
掌

っ
て
い
た
が
、
の
ち
そ
う
し
た
財
政
体
系
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
改
め
て

(新
ら
し
い
財
政
体
系
下
の
)
帝
室

の
財
政



　
　

　

を
掌
る
も
の
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
内
を
都
内
と
す
る
説
が
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
大
内
11
都
内
説
の

一
つ
は
、
大
内
H
都
内
が
国
家
の
財
物
の
蔵
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
書
厳
助
伝
の
武
帝
の
と
き
の
越
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
の
顔
師
古
の
注
に
、

応
勘
日
、
越
國
僻
遠
、
珍
奇
之
貢
、
宗
廟
之
祭
、
皆
不
與
也
。
大
内
、
都
内
也
。
國
家
宝
藏
也
。
師
古
日
、
百
官
公
卿
表
云
、
治
粟
属
官
、
有

都
内
令
丞
也
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
応
勘
の
、
閾
越
の
よ
う
な
僻
遠
の
国
で
は
珍
奇
な
も
の
の
貢
献
と
宗
廟
の
祭
り
の
酎
金
の
貢
献
と
が
な
い
と

い
う
説

(あ
る
い
は

制
度
と
し
て
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
実
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
説
)
と
、
大
内
と
は
都
内
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
国
家

の
宝
藏

で
あ
る
と
い

う
説
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
応
勘
の
説
に
從
う
と
大
内
11
都
内
は
自
ら
国
家
財
政
に
関
す
る
も
の
と
な
る
。
他

の

一
つ
は
、
大
内
　
都
内
が

(租
税
な
ど

と
し
て
入

っ
て
き
た
)
天
子
の
銭
の
蔵
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
書
巻

一
八
外
戚
恩
澤
侯
表

の
顔
師
古
の
注
に
、

汝
淳
日
、
天
子
銭
藏
中
都
内
。
又
日
大
内
。

と
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
漢
書
食
貨
志
上
の
中
都
官
の
注
に
、
「師
古
日
、
中
都
官
、
京
師
諸
官
府
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
漢
書

巻
八
宣
紀
本
始
四
年

(前
七
〇
年
)
正
月
の
条
に
、

詔
日
、
…
今
歳
不
登
。
…
丞
相
以
下
至
都
官
令
丞
、
上
言
入
穀
長
安
倉
、
助
貸
貧
民
。
(下
略
)

と
あ
り
、
そ
の
顔
師
古
の
注
に
、
「師
古
日
、
都
官
令
丞
、
京
師
諸
署
之
令
丞
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
都
官
あ
る
い
は
都
官

は
京
師
に
あ
る
官
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
の
中
都
内
は
蓋
し
京
師
に
あ
る
都
内
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
大
平
御
覧
巻
六
二
七
治
道
部
八
賦
敏
に
引
く
桓
諌
新
論
に
、

　ぬ
　

漢
定
以
来
、
百
姓
賦
敏
、

一
歳
為
四
十
余
万
万
。
吏
俸
用
其
牛
。
余
二
十
万
万
。
藏
干
都
内
為
禁
銭
。
少
府
所
領
園
地
作
務
之
八
十
三
万
万
、

以
給
宮
室
供
養
諸
賞
賜
。

　
　

　

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
が
、
そ
の
結
論
を
述
べ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
右
は

(少
府
に
属
し
な
い
)
国
家
の
財
政

収
入
の
余
り
を
都
内
に
藏
し
て
禁
銭
と
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
禁
銭
は
天
子
の
私
的
な
銭
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
初
、
国
家
の
財
政
が
全
体
と

し
て
い
ま
だ
古
い
財
政
体
系
下
に
あ

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
天
子
の
家
産
国
家
的
財
政
色
が
濃
厚
で
あ

っ
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
。
こ
う
し
た
古

い
財

政
体
系
下
に
、
国
家
の
財
政
と
天
子
の
私
的
財
政
と
が
あ
り
、
都
内
が
そ
の
国
家
の
財
政
の
金
銭
の
部
分
を
掌

っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。



と
こ
ろ

で
、
漢
書
百
官
公
卿
表
上
に
、
「治
粟
内
史
↓
大
農
令
↓
大
司
農
」
の
属
官
と
し
て
太
倉
や
都
内

の
令
丞
が
見
え
る
が
、
漢
初
以
来
都
内

は
財
政
体
系
の
変
化
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
財
政
を
掌
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
武
帝
の
と
き
大
内
に
宗
廟
の
祭
り
の
酎
金
が
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
大
内
が
新
ら
し
い
財
政
体
系
下
の
帝
室
財
政
を
掌
る
も
の
で
あ

る
の
を
意
味
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
応
劭

の
い
う
大
内
と
都
内
と
が
同
じ
で
あ
っ
て
国
家
の
財
政
に
か
か
わ
る
と
い
う
点
は
、

そ
の
説
明
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
右
と
は
離
れ
て
、
か
つ
て
、
古

い
財
政
体
系
下
に
、
大
内
と
都
内
と
が

(異
名
同

一
の
も
の
で
)
国
家
の
財
政

(
の

一
部
)
を
掌

っ
て
い

た
点
を
指
摘
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
新
ら
し
い
財
政
体
系
下
の
厳
助
伝
の
大
内
の
説
明
と
し
て
は
正
確
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(顔
師
古
の
注
は
都
内
と
い
う
も
の
の
説
明
に
止
ま
る
。
)

一
方
、
汝
淳
の
説
の
場
合
、
都
内
を
天
子
の
私
的
財
政
に
お
け
る
銭
蔵
と
見
、
そ
れ
に
天

子
の
私
的
財
政

(
の

一
部
)
を
掌
る
も
の
と
し
て
大
内
に
あ
て
て
い
る
。
そ
れ
は
古
い
財
政
体
系
下
と
い
う
枠
内
に
お
け
る
理
解
と
し
て
は
有
効
で

あ
る
。
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
(応
劭

と
汝
淳
と
が
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を
見
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し

て
も
、
さ
き
の
准
南
王

安
の
上
書

、
桓
謂
新
論
を
知

っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
)

両
者
を

(と
も
に
正
し
い
も
の
と
し
て
)
整
合
し
て
い
う
と
、
応
劭
説
は
、
古

い
財
政
体
系
下
、
国
家
の
財
政
を
掌
る
も
の
と
し
て
の
大
内
　
都

内
の
具
体
的
説
明
、
汝
淳
説
は
、
古

い
財
政
体
系
下
、
す
べ
て
が
天
子
の
私
的
財
政
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
大
内
　
都
内
の
概
括
的
説
明
と
し

て
見
る
べ
き
も
の
、
と
な
る
。

な
お
、
漢
書
巻
八
六
王
嘉
伝
に
見
え
る
、
王
嘉
が
哀
帝
に
上

っ
た
封
事
の
な
か
に
、

孝
元
皇
帝
、
奉
承
大
業
。
温
恭
少
欲
。
都
内
鍍
四
十
万
万
。
水
衡
銭
二
十
五
万
万
。
少
府
銭
十
八
万
万
。

と
あ
る
。

こ
の
都
内
銭
は
大
司
農
の
銭
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
司
農
に
属
す
る
都
内
令
が
大
司
農
に
帰
す
る
銭
を
管
理
す
る
の
で
、
右
は
大

司
農
の
銭
を
都
内
銭
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
司
農
は
府
中
に
関
す
る
も
の
、
つ
ま
り
国
家
財
政
を
掌
る
も
の
で
あ
り
、
水
衡
と
少
府
と

は
宮
中
に
関
す
る
も
の
、

つ
ま
り
帝
室
財
政
を
掌
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
書
外
戚
恩
澤
侯
表
に
、
陽
城
侯
田
延
年
に
つ
い
て
、

(本
始
元
年
)
(前
七
三
年
)、
八
月
辛
未
、
封
。
二
年
、
坐
爲
大
司
農
盗
都
内
銭
三
千
万
、
自
殺
。

と
あ
る
。
大
司
農
田
延
年
が
盗
ん
だ
都
内
の
銭
は
必
ず
や
大
司
農
の
管
掌
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
新
ら
し
い
財
政
体
系
下
、
都
内
が
依
然
国

家
の
財
政

(
の
銭
の
部
分
)
を
掌

っ
て
い
た
の
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
准
南
子
范
論
訓
の
高
誘
注
の
な
か
に
、



少
府
、
官
名
。
如
今
司
農
。

と
あ
る
。
高
誘
は
後
漢
末
の
人
で
あ
る
。
彼
が
少
府
を
今
の
司
農
の
如
し
、
と
し
た
の
は
、
後
漢
時
代
司
農
が
基
本
的
に
国
家

の
全
財
政
を
掌

っ
て

い
た
の
を
ふ
ま
え
、
(や
や
外
形
的
比
擬
的
に
、
)
か
つ
て
天
子
の
私
府
と
し
て
の
少
府
が
当
時
の
国
家
財
政
す
べ
て
を
掌

っ
て

い
た
と
い
う
説
明
を

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

内
史

始
皇
帝

の
と
き
太
倉
、
大
内
の
二
者
を
掌

っ
て
い
る
内
史
と
京
師
を
掌
治
す
る
内
史
と
の
二
つ
の
内
史
が
あ

っ
た
が
、
本
節

は
そ
の
源
流
を
と
り

あ
げ
る
。

白
川
静
氏
は
、
内
史
の
成
立
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。

(前
略

)
史
と
作
冊
と
は
、
そ
の
職
掌
の
性
質
か
ら
い
ふ
と
、
本
来
相
近
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
史
が
王
の
冊
命
を
掌
る
関
係
か
ら
、
内
官

と
し
て
次
第
に
有
力
と
な
り
、

つ
ひ
に
作
冊
の
地
位
を
あ
は
せ
る
に
至

っ
た
。
内
史

・
内
史
サ

.
作
命
内
史

.
作
冊
内
史

の
諸
職
は
、
こ
の
や

う
に
し
て
成
立
し
て
き
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
東
周
以
後
、
作
冊
の
名
は
文
献
に
見
え
な
い
。
そ
の
職
は
周
礼
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
春
官
大
祝
小

　
　

　

祝
に
あ

た
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
職
掌
範
囲
は
専
ら
祭
祀
の
面
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

周
礼
春
官
内
史
に
は
、
右
の
よ
う
に
し
て
現
わ
れ
た
内
史
の
職
掌
に
つ
い
て
、

　
つ
げ

る

ソ

掌

王

之

八
柿

之

法

、
以

詔

王

治

。

一
日
爵

。

二

日
禄

。

三

日
廃

。

四

日
置

。

五

日
殺

。

六

日

生

。

七

日

予

。

八

日
奪

。

　
む
か
え
る
　

執
国
法

及
国
令
之
弐
、
以
孜
政
事
、
以
逆

会
計
。

掌
叙
事
之
法
、
受
納
訪
、
以
詔
王
聴
治
。

凡
命
諸

侯
及
孤
卿
大
夫
、
則
策
命
之
。

凡
四
方

之
事
書
、
内
史
読
之
。

王
制
禄
、
則
賛
為
之
、
以
方
出
之
。

賞
賜
、
亦
如
之
。

内
史
掌
書
王
命
、
遂
弐
之
。



と
記

し

て

い
る

。

そ

の
鄭

玄

の
注

に

、

太

宰

既

以

詔

王

。
内

史

又

居
中

弐

之

。

と

あ

る

が

、

こ

の
内

史

は
王

の

も

と

に

い
る
官

で
あ

る
。

ま

た

、

玄

の
注

に

は

、

鄭

司
農

説

、
以

春

秋

伝

日

、

王
命

内

史

興

父

、
策

命

晋

侯

為

侯
伯

。
策

、
謂

以

簡

策

書

王

命

。

其

文

日
、

王

、

謂

叔

父

、
敬

服

王

命

、
以

緩

四

国

、
糾

迅

王

慰

(
悪
人

を

た

だ

し

、

こ

れ
を

僻

地

に
遠

ざ

け

る

)
。

晋

侯

三

辞

、

從

命

、
受

策

、
以

出

。

　
　

　

と
あ

っ
て
、
内
史
の
冊
命
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。
金
文
資
料
か
ら
も
こ
う
し
た
内
史
と
冊
命
と
に
関
す
る
も
の
は
裏
付
け
さ
れ
る
。

秦
の
内

史
は
史
記
巻
五
秦
紀
　
公
三
四
年

(前
六
二
六
年
)
の
条
に
見
え
る
内
史
彦
が
初
見
と
さ
れ
て
い
る
。
秦
の
内
史

も
恐
ら
く
秦

の
君
の
側

近
の
官
と
し
て
そ
の
策
命
を
伝
え
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
の
ち
国
邑

(
つ
ま
り
、
首
都
)
の
地
方
長
官
と

中
央
の
財
務
行
政
官
と
の
二

つ
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
国
内
史
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
書
巻

一
九
上
百
官
志
上
に
、

内
史
、
周
官
。
秦
因
之
。
掌
治
京
師
。

と
あ
る
が
、
史
記
巻
七
九
范
唯
伝
に
、

范
唯

日
、
益
親
、
復
説
用
数
年
　
。
因
請
間
説
日
、
…
聞
秦
之
有
太
后

・
穰
侯

・
華
陽

⊥
局
陵

・
浬
陽
、
不
聞
其
有
王
也
。
夫
檀
国
之
謂
王
。

能
利
害
之
謂
王
。
制
殺
生
之
威
之
謂
王
。
今
太
后
檀
行
不
顧
。
穰
侯
出
使
不
報
。
華
陽

・
浬
陽
等
、
撃
断
無
諦
。
高
陵
進
退
不
請
。
四
貴
備
、

而
国
不
危
者
、
未
之
有
也
。
爲
此
四
貴
者
下
、
乃
所
謂
無
王
也
。
然
則
権
安
得
不
傾
、
令
安
得
従
王
出
乎
。
…
今
自
有
秩
以
上
至
諸
大
吏
、
下

及
王
左
右
、
無
非
相
国
之
人
者
。
見
王
独
立
於
朝
。
臣
縮
為
王
恐
万
世
之
後
、
有
秦
国
者
非
王
子
孫
也
。
昭
王
聞
之
大
催
日
、
善
。
於
是
廃
太

后
、
逐
穰
侯

⊥
局
陵

・
華
陽

・
唯
陽
君
於
関
外
。

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
范
唯
は
秦
王
の
権
勢
を
奪
う
も
の
と
し
て
太
后
な
ど
五
人
を
あ
げ
、
と
く
に
そ
の
な
か
の
相
国
穰
公
の
勢
力
が
官
界
か
ら
王
の

側
近
に
ま

で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
部
分
は
戦
国
策
巻
三
秦
下
昭
嚢
王
下
に
は
、

且
令
邑
中
自
斗
食
以
上
至
尉
内
史
、
及
王
左
右
、
有
非
相
国
之
人
者
乎
。

と
し
て
現

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
邑
は
秦
の
国
邑
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
国
邑
の
尉

つ
ま
り
国
尉
と
、
国
内
史
と
が

い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
な
お
、
史
記
巻
七
三
白
起
伝
に
、
秦
の
昭
嚢
王
の

一
四
年

(前
二
九
三
年
)
に
白
起
が
国
尉
と
な
っ
た
と
あ
る
。



鎌
田
重
雄
氏
は
秦
の
国
尉
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
太
尉
、
大
将
軍
の
よ
う
に
高

い
も
の
で
な
く
、
そ
の
尉
の
副
将
軍
乃
至
は
補
佐
の
軍
官
た
る
性
格

こ
そ
、
秦
朝
の

(郡
守
の
補
佐
と
し
て
武
事
を
担
当
す
る
)
郡
尉
の
性
格
に
連
な
る
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
鎌
田
氏
は
右
の
ー
の
部
分
、
そ

れ
に
あ
た
る
戦
国
策
の
記
事
に
よ

っ
て
、
こ
の
尉
が
相
国
恩
寵
の
人
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
尉
が
相
国
に
よ

っ
て
任
命

さ
れ
、
国
の
武
事
を

　れ

　

司
っ
て
相
国
を
補
佐
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
戦
国
策
巻
六
趙
幽
王
に
、

文
信
侯
出
走
、
与
司
空
馬
、
之
趙
。
趙
以
爲
守
相
。
秦
下
甲
而
攻
趙
。
司
空
馬
説
趙
王
日
、
文
信
侯
相
秦
。
臣
事
之
爲
尚
書
。
習
秦
事
。

と
あ
る
。
(
文
信
侯
呂
不
章
は
趙
に
奔

っ
て
お
ら
ず
、
秦
で
死
亡
し
て
い
る
が
、
い
ま
こ
の
点
は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
)
戦

国
策
校
注
に
は
こ
の

守
は
仮
官

の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
蓋
し
そ
の
よ
う
に
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
相
国
文
信
侯
の
も
と
に
尚
書
が
い
て
そ
れ
に
臣
事
し
た

の
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
相
国
の
属
官
が
相
国
と
強
く
結
ば
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
国
尉
と
く
に
そ
の
任
命
に
つ
い
て
氏
の
よ
う
に
い
い
き
る
の
に
は
、
慎
重

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
(後
引

の

史
記
趙
世
家
参
照
)。
し
か
し
、
国
尉
は
旧
来
太
尉

・
大
将
軍
の
類
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
す
る
点
と
、
国
尉
が
郡
尉

に
連

な
る
と
す
る
点
と
は
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
范
唯
は
国
邑
の
な
か
で
は
有
秩

(の
類
)
か
ら
尉
、
内
史
ま
で
を
あ
げ
、
さ
ら
に
語
を
王
の
左
右
の
側
近
に
及
ぼ
し
、
そ
れ
ら
に
穰

侯
の
息
が
か
か

っ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
(朝
廷
は
地
域
的
に
は
国
邑
内
に
存
在
す
る
。
)
京
師
の
内
史
は
そ
こ
に
見
え
る
国
邑
内
史

の
後
身
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
史
記
巻
四
三
趙
世
家
に
、

烈
王
使
三使
謂

相
国

日
、
…
官

牛
畜

(人
名
)

、
葡
欣
為
中
尉
、
徐
越
為
内
史
。

と
あ

っ
て
、
趙
に
も
内
史
が
い
た
の
が
わ
か
る
。
な
お
、
史
記
巻
八

一
廉
頗
蘭
相
如
伝
を
見
る
と
、
趙
王
が
趙
奢
を
将
と
し
て
兵
を
出
さ
せ
た
と
き
、

軍
士
の
許
歴
が
軍
事
を
以
て
奢
を
諌
め
、
奢
が
そ
の
計
に
従

っ
て
秦
軍
を
破

つ
た
。
そ
の
賞
と
し
て
、

趙
恵
文
王
、
賜
奢
号
為
馬
服
君
、
以
許
歴
為
国
尉
。
趙
奢
於
是
与
廉
頗
蘭
相
如
同
位
。

と
あ
る
。
廉
頗
は
将
軍
で
あ
り
、
蘭
相
如
は
上
卿
で
位
は
頗
の
上
に
あ

つ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
趙
に
あ

つ
て
も
国
尉
が
い
た
が
、
そ
の
地
位
は
全

国
の
指
揮
官

の
よ
う
に
高
い
も
の
で
な
か

っ
た
の
を
示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
中
尉
に
つ
い
て
は
漢
書
巻

一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
、

中
尉
、
秦
官
。
掌
傲
循
京
師
。



と
あ
る
。

こ
こ
に
秦
の
中
尉
が
京
師
を
傲
循
す
る
と
あ
る
が
、
華
陽
国
志
巻
三
蜀
志
に
、
秦
の
恵
王
の
と
き
中
尉
田
真
黄
が

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
蓋

し
さ
き
の
中
尉
は
趙
の
国
邑
の
警
備
を
す
る
も
の
で
、
そ
れ
と
並
ん
で
見
え
る
内
史
は
趙
の
国
邑
の
長
官
な
の
で
あ
ろ
う
。

論
を
進

め
よ
う
。
秦
の
内
史
は
、
君
主
の
側
近
の
官
か
ら
出
て
国
邑
11
京
師
を
治
め
る
地
方
長
官
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
く
と
も
漢
時
代
に

は
管
下
に
県
を
も
つ
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
古
い
財
政
体
系
下
の
国
家
の
財
政
に
お
け
る
穀
貨
を
掌
る
治
粟
内
史

に
も
な
っ
た
。
漢
書
百

官
公
卿
表
上

に
、

治
粟
内
史
。
秦
官
。
掌
穀
貨
。
有
両
丞
。
景
帝
後
元
年

(前

一
四
三
年
)、
更
名
大
農
令
。

と
あ
る
が
、
そ
の
前
半
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
職
分
は

(さ
き
の
内
史
の
管
轄
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
)
全

国
的
な
範
囲
の
も
の
に

な
る
。
な
お
、
第
二
節
で
引
用
し
た
均
工
律
は
内
史
が
公
器
を
作
製
す
る
工
人
の
養
成
に
関
ず
る
責
任
者
で
あ

っ
た
の
を
察

せ
し
め
る
が
、
こ
れ
は

内
史
が
公
器
管
理
に
関
す
る
最
終
的
な
責
任
者
な
る
べ
き
こ
と
と
相
応
じ
よ
う
。
ま
た
、
厩
苑
律
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、

今
課
県
、
都
官
公
服
牛
各

一
課
、
卒
歳
、
十
牛
以
上
而
三
分

一
死
、
不

〔盈
〕
十
牛
以
下
、
及
受
服
牛
者
卒
歳
死
牛
三
以
上
、
吏
主
者
、
徒
食

牛
者
及
令

・
丞
皆
有
罪
。
内
史
課
県
、
大

(太
)
倉
課
都
官
及
受
服
者
。

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
県
は
内
史
の
考
核
を
受
け
て
お
り
、
都
官
は
太
倉
の
考
核
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
県
と
都
官
と
は

一
応
並
列
の
関
係
に
あ

る
。
さ
て
、
太
倉
は
さ
ぎ
に
見
た
よ
う
に
、
県
の
財
政

(
の

一
部
)
を
掌

っ
て
い
た
。
ま
た
、
都
官
は
右
に
見
た
よ
う
に
太
倉
の
考
核
を
受
け
る
。

と
も
に
太
倉
の
管
轄
下
に
あ
り
な
が
ら
、
都
官
と
県
と
が
並
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
都
官
が
中
央
諸
官
府
で
、
地
方
出
先
機
関
を
も

つ
も
の
で
あ
る

か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。
(前
引
の
金
布
律
で
、
右
の
公
の
牛
の
場
合
と
違
う
が
、
都
官
が
大
内
に
遠

い
場
合
、
「便
宜
」
県
に
輸
す
る
と

い
っ
た
こ
と

は
、
都
官
が
地
方
出
先
機
関
の
場
合
の
あ
る
の
を
察
せ
し
め
る
。)
全
国
的
規
範
に
お
い
て
存
在
す
る
県
や
都
官
の
財
政
上

の
上
級
機
関

(
そ
れ
は

太
倉
の
上

級
機
構

で
も
あ
る
)
と
し
て
は
自
ら

(全
国
的
機
構
に
お
い
て
)
国
家
の
財
政
を
掌
る
治
粟
内
史
が
該
当
し
よ
う
。
ま
た
、
秦
の
銅
文
銘

　　
　

文
を
見
る
と
、

一
般
に
督
造
者

で
あ
る
郡
守
の
名
の
す
ぐ
下
に
工
師
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
に
見
た
と
こ
ろ
を
あ
わ
せ
考

え
る
と
、
こ
う
し
た
際
、

郡
守
が
工
人
を
監
督
し
作
製
し
た
兵
器
は
、
大
内
な
り
、
そ
の
上
級
機
関
の
治
粟
内
史
な
り
の
管
掌
す
る
公
の
も
の
と
な
ろ
う
。

そ
う
す

る
と
、
秦

で
は

(
一
方
で
は
上
に

「治
粟
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
)
内
史
に
同
時
に
二
つ
の
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
点

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
初
の
内
史
に
は
右
の
二
つ
の
ほ
か
に
、
諸
侯
王
の
国
に
い
た
内
史
も
あ
る
。
漢
書
百
官

公
卿
表
上
に
、

諸
侯
王
。
高
帝
初
置
掌
治
其
国
。
有
太
傅
、
輔
王
。
内
史
治
国
民
。
中
尉
掌
武
職
。
丞
相
統
衆
官
群
卿
大
夫
都
官
、
如
漢
朝
。



と
あ
る
。
こ
の
体
制
は
景
帝
の
中
五
年

(前

一
四
五
年
)
ま
で
続
い
た
が
、
そ
こ
に
は

(中
央
の
少
府
と
は
異
な
る
)
少
府
も
あ

っ
た
。
漢
初
こ
の

よ
う
に
同

一
官
名
で
あ

っ
て
も
性
格
の
違
う
も
の
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
遡

っ
て
秦
時
代
二
つ
の
内

史
が
同
時
に
存
在
し
て
い
て
も
別
に
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
際
あ

わ
せ
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

一
は
、
秦
に
お
い
て
、
王
の
側
近
に
あ

っ
た
内
史
が
出

で
て
京
師
を
掌
る
官
と
な

っ
た
だ
け
で

な
く
、
王
の
側
近
に
あ

っ
た
御
史
が
出
で
て
郡
の
監
察
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
桜
井
芳
朗
氏
は
、
監
御
史

に

つ
い
て
、

王
に
侍
御

し
て
文
書
を
掌

っ
て
ゐ
た
御
史
が
朝
儀
祭
礼
等
に
際
し
て
百
官
の
不
法
を
取
締
る
や
う
に
な
る
の
は
第

一
段
の
発
展
で
あ
る
。
こ
れ
よ

り
常
に
百
官
を
監
察
す
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
第

二
段
の
発
展
と
し
て
御
史
は
殿
中
か
ら
外

へ
出
る
。
最
初
は
天
子
の
代
理
と
し
て
側
近
の
御
史
を
派
遣
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が

制
度
と
な
り
、
地
方
官
の
監
察
に
は
監
御
史
と
い
ふ
特
別
の
官
が
生
ず
る
に
至

っ
た
。

　
ユ

と
し
て
お
ら
れ
る
。
史
記
巻
五
三
薫
相
国
世
家
に
、

秦
御
史
監
郡
者
、
与
從
事
常
弁
之
。

　
ほ
　

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
監
御
史
の
監
郡
の
実
態
の

一
端
を
察
せ
し
め
る
。
要
す
る
に
、
秦
に
お
い
て
は
王
の
側
近
が
地
方

に
出
て
地
方
に
お
け
る
職
務

を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
内
史
に
止
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
二
は
少
府
や
内
史
が
將
と
し
て
軍
事
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
少
府
の
場
合
、
史
記
秦
始
皇
紀

に
、
二
世
皇
帝

の
と
き
の
こ
と
と
し

て
、

二
年

(前
二
〇
八
年
)、
冬
陳
渉
所
遣
周
章
等
將
西
至
戯
。
兵
数
十
万
。
二
世
大
驚
、
与
群
臣
謀
日
、
奈
何
。
少
府
章
郡
日
、
盗
已
至
衆
彊
。

今
発
近
県
不
及
矣
。
麟
山
徒
多
。
請
赦
之
、
授
兵
以
集
之
。
二
世
乃
大
赦
天
下
、
使
章
郁
將
。
撃
破
周
章
軍
而
走
。

と
あ
る
。
内
史
の
場
合
、
史
記
秦
始
皇
紀
に
、
始
皇
帝
の

一
六
年

(前
二
三

一
年
)
の
こ
と
と
し
て
、

九
月
、
発
卒
受
地
韓
南
陽
、
仮
守
騰
。

と
あ
り
、

一
七
年

(前
二
三
〇
年
)
の
こ
と
と
し
て
、

内
史
騰
攻
韓
、
得
韓
王
安
。
尽
納
其
地
。
以
地
為
郡
、
命
日
頴
川
。

と
あ
る
。
騰

は

一
六
年

(前
二
一二
一
年
〉
に
新
た
に
秦
領
と
な

っ
た
南
陽
の
仮
守
と
な
っ
て
い
た
が
、
恐
ら
く
、
ど
ち
ら
が
本
官
か
わ
か
ら
な
い
が
、



そ
の
ま
ま
で
内
史
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
が
。
ま
た
、
史
記
巻
八
八
蒙
悟
伝
に
は
、
蒙
悟
が
始
皇
帝

の
二
六
年

(前
二
二

一
年
)
内
史
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
悟

は
以
後
武
将
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
二
世
皇
帝
の
と
き
に
も
内
史
で
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
悟
は
引
続
き
内
史
で
あ

っ
た
と
考

え
て
差
支

え
な
か
ろ
う
。
右
の
内
史
が
京
師
の
地
方
長
官
と
し
て
の
そ
れ
か
、
そ
れ
と
も
治
粟
内
史
と
し
て
の
そ
れ
か
は
わ
か
ら
な
い
。

少
府
、
内
史
た
る
も
の
が
軍
務
に
携

っ
た
際
、
た
と
え
そ
の
少
府
、
内
史
が
兼
官
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
散
官
で
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
少
府
、
内
史
た
る
こ
と
を
か
か
げ
て
軍
事
行
動
を
す
る
こ
と
は
、
後
世
の
官
僚
機
構
を
頭
に
お
い
て
そ
れ
を
見
た
際
奇
異
な
感
じ
が

す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
官
制
の
未
成
熟
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註(
1
)

工
藤

元
男
氏

、
「
秦
の
内
史
-

主
と
し

て
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

に
よ

る
I
」

(史
学
雑
誌
九
〇
1

三

)
及
び

「
睡
虎
地
秦
墓

竹
簡

に
見
え

る
大
内

と
小

内
」

(
史
観

一
〇
五

)
参
照
。

(
2
)

都
官

に

つ
い
て
は
、
工
藤
元
男
氏
、
「
戦
国
秦

の
都
官
-

主
と
し
て
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

に
よ
る
l
」

(
東
方

学
六
三
)
.
江
村
治
樹

氏
、
「
雲
夢
睡
虎
地
出
土
秦
律

の
性
格
を

め
ぐ

っ
て
」

(東
洋
史
研
究

四
〇
1

一
)
・
太
田
幸
男
氏
、
「湖
北
睡
虎
地
出
土
秦
律

の
倉
律
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
の

一
・
そ

の
二
」

(
東
京
学
芸
大
学
紀
要

第

三
部

門
社
会
科
学

三

一
二
三

一)
参
照
。

都
官

は
中
央
京
師

の
諸
官
府

を
指

す
と
と
も
に
、
そ
の
地
方
出
先
機
関
を
も
指

す
用
語

で
は

な
か
ろ
う
か
、
と

い
う
江
村
氏

の
見
解
は
従
う

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

平
中
苓
次

氏
、
「
漢
代

の
馬
口
銭

と
口
銭
」

(
「中
国
古
代

の
田
制
と
税
制
」
所
収

)
参
照
。

(
4
)

別

に
述

べ
る
よ
う
に
、
商
鞅

の
う
ち
出

し
た
政
策

の
基
本
線
は
必
ず
し
も
直
線
的

に
始
皇
帝

の
と

き
に
及
ん
だ

の
で
は
な

い
。

し
か
し
大
夫

は
具
体
的

な
事
柄

を
捨
象
し

て
本
文

の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

(
5
)

註
(
1

)
に
同
じ
。

(
6
)
・
(
7
)

拙
稿
、
「
前
漢

の
財
政

に
つ
い
て
」

(
東
洋
史
論
集

10
)
参
照
。

(
8
)
・
(
9
)

白
川
静
氏
、
「
作
冊
考
」

(
『甲
骨
金
文
学
論
集
」
所
収

)
参
照
。

(
10
)

鎌
田
重
雄
氏
、
「
秦
郡
官
制
」

(
「秦
漢
政
治
制
度

の
研
究
」
所
収

)
参
照
。

(
11
)

李
学
勤
氏
、

「戦
国
時
代
的
秦
国
銅
器
」
(
「文
物
参
考
資
料
」
所
収

)
参
照
。

(
12
)

桜
井
芳
朗
氏

、
「御
史
制
度

の
形
成

(上

)」
(東
洋
学
報
二
三
-

一
)
参
照
。

(
13
)

ち
な
み
に
、
史
記
巻
六
九
蘇
秦
伝
を
見

る
と
、
韓

で
は
少
府

で
弩
を
造

っ
た
か
、

そ
こ
に
弩
が
あ

っ
た
か

の
何
れ
か

で
あ

っ
た

の
が
わ
か
る
。
韓
と
秦
と

で
は

官
制

が
違

う
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
韓

の
少
府

に
兵
器
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
秦

で
少
府
が
軍
事
目
的
税
と
し
て

の
人
頭
税
を
少
府

に
入

れ
て
い
た
の
を
あ



わ

せ
考
え
る
と

、
少
府

(官
僚

)
が
軍
兵
を
卒

い
る
際
、
そ
の
府

に
も
と
も
と
兵
器
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
府

が
軍
事
力
を
も

っ
て
い
た
と

す
れ
ば

、
相
通

ず

る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

(
14
)

騰

に

つ
い
て
は
、
町
田

三
郎
氏
、

「統

一
の
思
想
」

(
「
秦
漢
思
想
史

の
研
究
」

所
収

)
参
照
。


